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おたる・しりべし の 魅力 を 発掘する 小樽商科大学
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小
樽
れ
っ
け
ん
マ
ッ
プ

　小
樽
に
は
、
街
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
歴
史
的
建

造
物
が
の
こ
っ
て
お
り
、
魅
力
的
な
景
観
を
か
た

ち
づ
く
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
店
舗
な
ど
に
活

用
さ
れ
、
観
光
資
源
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
建
物
の
説
明
や
紹
介
は
建
築
様
式
な
ど
が
中

心
で
、
建
物
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
小
樽
の

歴
史
と
の
関
連
な
ど
を
知
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　小
樽
商
科
大
学
で
は
、
文
部
科
学
省
の
地
（
知
）

の
拠
点
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
、
小
樽
の
歴
史

的
建
造
物
の
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

冊
子
で
は
、
建
物
関
係
者
へ
の
取
材
と
関
連
資
料

に
基
づ
き
、
歴
史
学
や
民
俗
学
の
手
法
に
よ
っ
て

建
物
に
ま
つ
わ
る
物
語
（
ス
ト
ー
リ
ー
）
お
よ
び

小
樽
の
歴
史
に
お
け
る
意
義
を
わ
か
り
や
す
く
紹

介
し
て
い
ま
す
。
建
物
の
写
真
は
小
樽
商
科
大
学

写
真
部
を
中
心
と
す
る
学
生
が
撮
影
し
、
文
章
は

本
学
グ
ロ
ー
カ
ル
戦
略
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
支
援

部
門
地
域
経
済
研
究
部
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
新
店
舗
の
開
店
や
閉
店
、
新
資
料
の

発
見
、
イ
ベ
ン
ト
関
連
な
ど
、
最
近
話
題
に
な
っ

た
12
の
建
物
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
次
々
と
歴
史

的
建
造
物
が
解
体
さ
れ
て
い
く
中
で
、
こ
の
冊
子

が
小
樽
の
歴
史
的
建
造
物
の
魅
力
を
再
発
見
し
、

保
存
・
活
用
に
つ
な
が
る
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
。
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ぼ
く
は
商
大
く
ん
！

小
樽
商
科
大
学
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ん
だ
！
歴
史
的

建
造
物
に
ま
つ
わ
る
歴
史
や
物
語

を
知
る
と
、
よ
り
深
く
そ
の
魅
力

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
。

ぜ
ひ
小
樽
を
歩
き
ま
わ
っ
て
見
学

し
て
み
て
ね
。
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龍徳寺・金比羅殿
りゅう  と く   じ             こ ん    ぴ       ら    で ん

国立大学法人小樽商科大学

　
龍
徳
寺
は
、
小
樽
で
最
も
古
い
本

堂
、そ
し
て
日
本
最
大
級
の
木
魚
が
あ

る
お
寺
と
し
て
、小
樽
市
民
に
も
観
光

客
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。安
政
4

（
1
8
5
7
）年
、当
時
の
ヲ
タ
ル
ナ
イ

場
所
に
多
数
の
和
人
た
ち
が
流
入
し

つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
函
館
・

高
龍
寺
の
和
尚
の
発
願
に
よ
っ
て
開

創
さ
れ
た
。明
治
初
期
に
は
榎
本
武
揚

軍
の
屯
所
に
な
り
、
彰
義
隊
の
隊
士
た

ち
が
起
居
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。

　
最
近
、
小
樽
商
科
大
学
の
調
査
に
よ

り
、
龍
徳
寺
の
本
堂
左
側
に
隣
接
す
る

金
比
羅
殿
内
に
船
絵
馬
が
８
枚
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。船
絵
馬
は
、
江
戸
時
代

以
降
、
北
前
船
の
船
主
ら
が
航
海
の
安

全
を
祈
願
し
て
寄
港
地
の
寺
社
な
ど
に

奉
納
し
た
。東
北
の
日
本
海
沿
岸
や
北

陸
を
は
じ
め
道
内
各
地
に
も
多
数
残
っ

て
い
る
が
、
小
樽
で
は
祝
津
恵
美
須
神

社
の
2
点
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
船
絵
馬
に
は
船
名
や
奉
納
者
の
名

前
・
出
身
地
、奉
納
年
、絵
師
の
名
前
な

ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、

歴
史
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
ほ
か
、

美
術
品
と
し
て
の
魅
力
も
あ
る
。北
前

船
は
小
樽
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
が
、
船
主
た
ち
に
よ
っ
て
建
設

さ
れ
た
石
造
倉
庫
以
外
、
目
に
見
え
る

痕
跡
は
乏
し
く
、
船
絵
馬
は
貴
重
な
存

在
と
言
え
る
。

　
船
絵
馬
は
一
般
的
に
は
神
社
に
奉
納

さ
れ
る
も
の
で
、
龍
徳
寺
に
あ
る
と
は

思
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。龍
徳
寺
で
は
、

創
建
当
初
か
ら
龍
神
を
祀
る
龍
宮
殿
が

設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
22

（
1
8
8
9
）
年
に
金
比
羅
を
祀
る
金
比

羅
殿
と
し
て
再
建
さ
れ
、
仏
と
共
に
鎮

守
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

　
金
比
羅
は
海
上
交
通
の
守
り
神
と
し

て
海
運
業
者
や
漁
師
な
ど
に
信
仰
さ
れ

る
が
、
龍
徳
寺
で
は
明
治
24
年
に「
小
樽

金
毘
羅
保
存
会
」
と
い
う
組
織
が
結
成

さ
れ
、
藤
山
要
吉
や
塩
田
安
蔵
ら
海
運

関
係
の
名
士
た
ち
が
会
員
と
な
っ
て
い

る
。金
比
羅
殿
が
小
樽
の
人
び
と
に
と
っ

て
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。会
員
の
居
住
地
は
小
樽
に
と
ど
ま

ら
ず
、道
内
各
地
や
本
州
に
ま
で
広
が
っ

て
い
て
、
当
時
の
小
樽
と
各
地
の
交
流

の
深
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
船
絵
馬
に
は
地
元
小
樽
の
ほ
か
、
新

潟
の
人
が
奉
納
し
た
も
の
も
含
ま
れ
て

い
る
。龍
徳
寺
・
金
比
羅
殿
と
そ
の
内
部

の
船
絵
馬
は
、海
の
都
市
・
小
樽
の
は
じ

ま
り
の
記
憶
を
い
ま
に
伝
え
て
く
れ
る
。

【
参
考
文
献
】

『
龍
徳
寺
開
創
百
五
十
年
誌
』

（
海
雲
山
龍
徳
寺
、2
0
0
8

年
）、「
龍
徳
寺
で
船
絵
馬
発

見
」『
北
海
道
新
聞
』（
小
樽
・

後
志
版
、
2
0
1
6
年
3
月

24
日
付
）、「
船
絵
馬
　
小
樽

の
新
名
物
に
」『
北
海
道
新

聞
』（
小
樽
・
後
志
版
、

2
0
1
6
年
4
月
2
日
付
）

【
謝
辞
】

龍
徳
寺
住
職
の
有
田
恵
宗
さ

ん
、土
屋
周
三
さ
ん
、駒
木
定

正
さ
ん
、
小
樽
市
総
合
博
物

館
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 金比羅殿内の船絵馬

金比羅殿　龍徳寺本堂の左側に隣接している

おたる・しりべし の 魅力 を 発掘する 小樽商科大学

北前船の船絵馬がのこる、小樽の海運業者の信仰拠点

龍徳寺・金比羅殿

（小樽市真栄 1丁目 3-8）

安政 4（1857）年、開創。同 6 年、

龍徳町（現・信香町）に仮本堂と金

比羅殿が建立。明治 2（1869）年に

若松町、同 7年に新富町（現在地、現・

真栄）に移転。現在の建物は、同 9

年に本堂、同 22 年に金比羅殿が上

棟された。金比羅殿の棟梁は明治期

に小樽の主要な建物を次々に建築し

た加藤忠五郎。龍徳寺境内には加藤

家の墓がある。平成 6（1994）年、

本堂が小樽市指定歴史的建造物に指

定。境内の「夫婦イチョウ」は同 5

年に小樽市の保存樹木 1 番に指定さ

れている。

ひと塊の木材から削り出されたものとしては、日本
で最大の木魚。昭和 8年に市内の産科医が寄進

文
章
・
撮
影
：
高
野 

宏
康 

（
小
樽
商
科
大
学
学
術
研
究
員
）
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旧渡邊徳次郎商店

国立大学法人小樽商科大学

　梁
川
通
り
の
北
側
、
稲
北
界
隈
に
そ
び

え
立
つ
褐
色
の
タ
イ
ル
張
り
の
豪
勢
な
建

物
は
、
日
本
酒
の
製
造
・
販
売
会
社
・
山

二
わ
た
な
べ
の
社
屋
で
、渡
邊
徳
次
郎（
創

業
か
ら
二
代
目
）
が
建
て
た
も
の
で
あ

る
。こ
の
界
隈
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
こ
の
建
物
は
、
平
成
5

（
1
9
9
3
）
年
に
小
樽
市
指
定
歴
史
的

建
造
物
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
小
樽
の
代

表
的
な
歴
史
的
建
造
物
の
一
つ
と
し
て
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
が
、「
北
宝
」「
北
海
熊
古

露
里
」
な
ど
の
人
気
銘
柄
を
持
つ
山
二
わ

た
な
べ
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
を
歩
ん
で
き

た
の
か
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　創
業
は
明
治
12（
1
8
7
9
）年
、
米
穀

店
お
よ
び
酒
類
雑
貨
の
販
売
店
と
し
て

営
業
を
開
始
し
た
。大
正
12
（
1
9
2
3
）

年
に
、
清
酒
会
社
の
経
営
を
引
き
受
け
る

こ
と
に
な
り
、清
酒
の
製
造
を
開
始
。そ
の

後
、
不
動
産
業
を
は
じ
め
、
昭
和
20

（
1
9
4
5
）
年
に
は
3
9
8
戸
の
賃
貸

物
件
を
持
つ
に
至
っ
た
と
い
う
。

　昭
和
25
年
6
月
、
徳
次
郎
が
亡
く
な
る

と
、当
時
、北
海
道
大
学
に
在
学
中
だ
っ
た

息
子
の
晶
が
二
代
目
徳
次
郎
と
な
り
、
あ

と
を
継
い
だ
。昭
和
29
年
、製
造
部
門
を
渡

邊
酒
造
株
式
会
社
と
し
て
法
人
化
し
、
市

内
錦
町
の
工
場
で
製
造
を
行
っ
て
い
た

が
、昭
和
48
年
に
工
場
を
閉
鎖
。そ
の
後
は

北
の
誉
酒
造
に
醸
造
を
委
託
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。最
盛
期
に
は
年
間
2
0
0
キ
ロ
リ

ッ
ト
ル
以
上
を
製
造
し
て
い
た
と
い
う
。

　同
社
の
酒
造
の
特
徴
の
一
つ
は
小
樽
の

イ
メ
ー
ジ
を
取
り
入
れ
た
酒
造
り
を
行
っ

て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
平
成
２

（
1
9
9
0
）
年
に
発
売
し
た
「
お
た
る
の

灯
」は
、懐
古
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
裸
電

球
の
型
に
か
さ
を
付
け
、
栓
も
電
球
の
口

金
型
と
い
う
凝
っ
た
ガ
ラ
ス
の
瓶
に
な
っ

て
い
た
。平
成
7
年
に
発
売
し
た「
し
ず
か

号
」
は
、
会
社
の
石
蔵
か
ら
手
宮
線
を
建

設
す
る
と
き
に
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る

明
治
期
の
「
ト
ラ
ン
シ
ュ
ッ
ト
」
と
い
う
米

国
製
の
測
量
道
具
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
に
つ
く
ら
れ
、
小
樽
観
光
の

ア
ピ
ー
ル
に
一
役
か
っ
た
銘
柄
と
し
て
話

題
に
な
っ
た
。

　平
成
28
年
1
月
に
北
の
誉
酒
造
が
合
同

酒
精
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
こ
と
で
、
山
二

わ
た
な
べ
は「
小
樽
の
地
酒
」の
ブ
ラ
ン
ド

を
守
れ
な
い
こ
と
か
ら
酒
造
か
ら
の
撤
退

を
決
定
し
た
。昭
和
初
期
の
小
樽
最
盛
期

の
記
憶
を
い
ま
に
つ
た
え
る
山
二
わ
た
な

べ
の
社
屋
と
そ
の
歴
史
は
、
今
後
も
小
樽

の
か
け
が
え
の
な
い
歴
史
遺
産
と
し
て
、

ま
も
り
、
語
り
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。【

参
考
文
献
】

「
酒
類
販
売
業
免
許
申
請
書
」（
渡
邊

酒
造
株
式
会
社
、
1
9
9
6
年
）、

「（
株
）
山
二
わ
た
な
べ
」『
小
樽
の
建

築
探
訪
』（
1
9
9
5
年
）、「
渡
邊
酒

造
店
」『
歴
史
的
建
造
物
の
街 

小
樽
』

（
2
0
1
2
年
）、「
山
二
わ
た
な
べ 

酒

造
か
ら
撤
退
」『
北
海
道
新
聞
』（
小

樽
・
後
志
版
、
2
0
1
6
年
1
月
27

日
付
）

【
謝
辞
】

菊
地
貴
俊
さ
ん
、菊
地
仁
美
さ
ん
、井

田
良
一
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

おたる・しりべし の 魅力 を 発掘する 小樽商科大学

梁川・稲北界隈のランドマーク

旧渡邊徳次郎商店
（小樽市稲穂 4丁目 6-1）
昭和 5（1930）年建築。設計者
は須崎設計事務所。木造 3 階建。
屋上には塔屋がのせられている。
建物外壁の褐色のタイル、軒先
の雷紋、卵と鏃の模様が特徴的。
2 階の窓上には酒樽の看板が掲
げられている。店舗内は天井に
模様を型押しした金属板が張ら
れ、壁面には鏡が飾られるなど、
昭和初期のモダンなデザインが
取り入れられている。店舗と蔵は
室内でつながっており、蔵の出入
り口周辺には漆喰で鳳凰が描か
れている。平成 5（1993）年、
小樽市指定歴史的建造物に指定
された（第 37 号）。

きゅう わ た な べ と く    じ   ろ う  しょう て ん

旧店舗内部。天井には模様を型押しした
金属板が張られている。

2階窓上の酒樽看板（北宝）

蔵の扉の上部に漆喰で描かれた鳳凰。

屋上の塔屋。軒先には雷文と古代ギリシャ建築に用いられた卵
らん

鏃
ぞく

模様（卵と鏃で両性具有を
象徴すると言われる）が施されている。

蔵の出入り口。店舗と蔵が室内でつながっ
ている。

2 階廊下と洋間の入り口。幾何学的なデ
ザインが特徴的。

2 階洋間。昭和初期のモダンなデザイン
が取り入れられている。

撮
影
：
小
樽
商
科
大
学
写
真
部（
落
合 

亮
、葛
西
愛
香
）

文
章
：
高
野 

宏
康（
小
樽
商
科
大
学
学
術
研
究
員
）
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旧百十三銀行小樽支店（小樽浪漫館）

国立大学法人小樽商科大学

　銀
行
街
か
ら
堺
町
方
面
に
歩
い
て
行

く
と
、
妙
見
川
と
堺
町
通
り
の
交
差
点
に

一
際
異
彩
を
放
っ
て
い
る
建
物
が
あ
る
。

一
見
、
近
年
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
よ
う
に

も
見
え
る
こ
の
建
物
は
、
明
治
期
に
第
百

十
三
銀
行
小
樽
支
店
と
し
て
建
設
さ
れ

て
以
降
、
様
々
な
変
遷
を
遂
げ
現
在
に
至

っ
て
お
り
、
小
樽
の
歴
史
を
い
ま
に
伝
え

る
建
物
で
あ
る
。

　明
治
12（
1
8
7
9
）年
1
月
、
函
館
で

設
立
さ
れ
た
第
百
十
三
国
立
銀
行
は
、
明

治
26
年
に
小
樽
へ
進
出
。こ
の
建
物
よ
り

や
や
南
側
に
初
代
小
樽
支
店
が
つ
く
ら

れ
た（
現
在
の
海
鳴
楼
）。明
治
41
年
、業
務

拡
大
に
伴
い
小
樽
支
店
が
手
狭
と
な
り
、

二
代
目
と
し
て
こ
の
建
物
が
つ
く
ら
れ

た
。当
時
は
軟
石
が
表
面
に
貼
ら
れ
重
厚

な
印
象
だ
っ
た
と
は
い
え
、
三
角
破
風
に

ギ
リ
シ
ャ
風
の
柱
、
五
角
形
の
こ
の
建
物

は
、
数
多
の
小
樽
の
銀
行
建
築
の
中
で
最

も
特
徴
的
な
も
の
の
一
つ
で
、
当
時
の
小

樽
の
繁
栄
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　合
併
統
合
を
経
た
後
、
こ
の
建
物
は
住

友
銀
行
と
な
っ
た
が
、
1
9
6
0
年
代
に

小
樽
か
ら
銀
行
が
次
々
と
撤
退
す
る
中
、

昭
和
36（
1
9
6
1
）年
、
同
行
も
小
樽
支

店
が
閉
鎖
と
な
っ
た
。そ
の
頃
、
鉄
道
工

事
の
関
係
で
移
転
先
を
探
し
て
い
た
広

告
・
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
る
株
式
会
社

F
藤
森
が
こ
の
建
物
を
落
札
し
た
。F
藤

森
は
後
に
潮
ま
つ
り
の
創
設
や
運
河
保

存
運
動
で
知
ら
れ
る
藤
森
正
章
・
茂
男

兄
弟
の
会
社
で
あ
る
。当
時
の
住
友
銀
行

支
店
長
が
藤
森
兄
弟
に
理
解
を
示
し
た

こ
と
が
落
札
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　こ
の
建
物
は
藤
森
兄
弟
一
家
も
暮
ら

し
た
職
場
兼
住
居
で
あ
っ
た
。2
階
の
応

接
室
に
は
小
樽
市
役
所
や
小
樽
運
河
を

守
る
会
の
関
係
者
た
ち
が
い
つ
も
出
入

り
し
て
お
り
、
様
々
な
話
し
合
い
が
行
わ

れ
た
。茂
男
の
妻
で
日
本
舞
踊
の
師
匠
の

茂
子
は
、
娘
た
ち
を
連
れ
て
こ
こ
か
ら
稽

古
場
へ
通
っ
て
い
た
。小
樽
運
河
を
守
る

会
で
茂
男
と
知
り
合
っ
た
山
口
保
は
F

藤
森
で
働
く
こ
と
に
な
り
、
し
ば
ら
く
の

間
こ
の
建
物
に
通
っ
た
。昭
和
52
年
、
兄

正
章
が
急
逝
し
茂
男
も
病
に
倒
れ
、
90
年

続
い
た
会
社
は
翌
年
12
月
に
閉
鎖
。藤
森

家
の
家
族
た
ち
は
こ
の
建
物
を
離
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　そ
の
後
、
こ
の
建
物
は
千
秋
庵
と
な
り

外
観
が
大
幅
に
改
修
さ
れ
、
平
成
15

（
2
0
0
3
）
年
に
は
小
樽
浪
漫
館
が
オ

ー
プ
ン
し
た
。観
光
商
店
街
と
し
て
華
や

か
な
堺
町
通
り
の
こ
の
建
物
に
は
、
明
治

期
の
銀
行
の
繁
栄
か
ら
運
河
保
存
運
動
、

そ
し
て
観
光
地
化
し
て
い
っ
た
小
樽
の

歴
史
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

【
参
考
文
献
】

『
語
り
継
が
れ
る
町
総
集
編 

第
3
号
』

（
北
海
道
新
聞
販
売
所
会
ど
う
し
ん
三

日
会
、
1
9
9
5
年
）、『
歴
史
的
建
造

物
の
街 

小
樽
』（
2
0
1
2
年
）、『
小

樽
の
建
築
探
訪
』（
1
9
9
5
年
）、
平

山
秀
朋「
株
式
会
社
F
藤
森
」（
特
別
展

「
デ
ジ
ナ
ー
レ
の
精
神
〜
藤
森
茂
男
の

実
像
〜
」展
示
解
説
、2
0
1
5
年
）

【
謝
辞
】

小
樽
浪
漫
館
、
藤
森
五
月
さ
ん
、
山

口
保
さ
ん
、
平
山
秀
朋
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

おたる・しりべし の 魅力 を 発掘する 小樽商科大学

小樽の歴史が凝縮された、観光商店街の銀行建築

旧百十三銀行小樽支店（小樽市堺町1-25）

明治 41（1908）年の建築。木骨石造 2

階建。設計者は池田増次郎、施工者は

大虎（加藤忠五郎）。角地に隅切りで玄

関が設置されている。五角形の変則的な

建物で、古代ギリシャ建築風の正面柱型

と三角破風（ペディメント）、屋根瓦が特

徴的。当初、外壁は軟石で重厚な印象だっ

たが、後年、外壁に煉瓦タイルが貼付さ

れた。千秋庵となった時、外観を大幅に

改修。小樽浪漫館オープン時、背面に建

物が増築された。内部は当時の銀行建

築の流行だった吹き抜けホールになって

いる。昭和 60（1985）年 7 月、小樽市

指定歴史的建造物に指定（第 5号）。

きゅうひゃくじゅうさ ん  ぎ ん  こ う   お   た る   し    て ん 　    お    た る   ろ   ま ん か ん

撮
影
：
小
樽
商
科
大
学
写
真
部

       

（
落
合
亮
、葛
西
愛
香
、王
禹
潼
）

文
章
：
高
野 

宏
康 

（
小
樽
商
科
大
学
学
術
研
究
員
）

2階の天井。木骨石造の建物構造がよくわかる。堺町通りからみた外観。表面に煉瓦が貼
られ、一見、木骨石造建築にみえない印
象の建物となっている。

小樽浪漫館の店内。ライトアップとアンティー
ク家具などによりレトロな雰囲気が演出され
ている。

最上部の三角破風（ペディメント）。内部にレリーフ装飾が施されている。古代ギリシャ建築
風の柱が支える形になっている。

建物背面。軟石がのこっており当時の様子がう
かがえる。手前は平成15年に増築された部分。

2階から1階へと続く階段。 2階。F藤森時代は職場兼住居となっていた。
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旧塩田別邸（夢二亭）

国立大学法人小樽商科大学

　こ
の
建
物
は
、
近
年
、
ハ
ン
バ
ー
グ
が

気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
洋
食
店
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
た
が
、
今
年
1
月
末
か
ら
長

期
休
業
に
入
り
、
気
に
な
っ
て
い
た
人
も

多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。7
月
1
日

か
ら「
夢
二
亭
」の
名
称
は
そ
の
ま
ま
、
新

た
な
オ
ー
ナ
ー
に
よ
り
営
業
を
開
始
し

た
。大
正
初
期
、
小
樽
有
数
の
回
漕
店
主
・

塩
田
安
蔵
の
別
邸
と
し
て
建
て
ら
れ
た

こ
の
建
物
の
歴
史
を
辿
っ
て
い
く
と
、
小

樽
の
盛
衰
が
見
え
て
く
る
。

　塩
田
回
漕
店
は
明
治
22
（
1
8
8
9
）

年
に
創
業
。初
代
安
蔵
は
明
治
20
年
代
に

は
堺
町
と
南
浜
町
（
現
色
内
）
に
店
を
構

え
て
い
た
。堺
町
の
店
舗
は
北
前
船
主
や

船
頭
た
ち
の
定
宿
に
な
っ
て
お
り
、
大
家

七
平
や
広
海
二
三
郎
た
ち
が
小
樽
に
滞

在
す
る
際
、
同
店
の
二
階
に
宿
泊
す
る
な

ど
、
特
に
北
陸
の
北
前
船
主
た
ち
と
の
ゆ

か
り
が
深
か
っ
た
。

　二
代
目
安
蔵
は
、
明
治
15
年
、
新
潟
県

柏
崎
町
生
ま
れ
。中
学
四
年
の
時
、
塩
田

回
漕
店
支
配
人
の
親
戚
だ
っ
た
縁
で
、
養

子
に
迎
え
ら
れ
た
。負
け
ず
嫌
い
な
性
格

で
、
船
を
持
た
な
け
れ
ば
大
き
な
こ
と
は

で
き
な
い
と
初
代
安
蔵
を
説
得
。昭
和
初

期
に
1
6
0
0
ト
ン
の
豪
華
貨
客
船
「
永

宝
丸
」
を
購
入
、
小
樽
〜
樺
太
間
を
就
航

さ
せ
た
。客
室
は
一
流
料
亭
顔
負
け
の
豪

華
さ
で
、
長
旅
に
退
屈
し
な
い
よ
う
客
室

で
酒
が
飲
め
る
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
た
。当

時
、
樺
太
航
路
に
は
数
十
隻
の
船
が
就
航

し
て
い
た
が
、
こ
の
船
だ
け
は
常
に
満
員

だ
っ
た
と
い
う
。

　満
州
事
変
後
は
好
景
気
に
乗
じ
て
破

竹
の
勢
い
だ
っ
た
が
、
色
内
町
の
店
か
ら

出
た
と
こ
ろ
で
自
転
車
に
は
ね
ら
れ
、
ま

も
な
く
死
去
し
た
。56
歳
で
あ
っ
た
。お

と
な
し
い
人
柄
だ
っ
た
が
、
こ
れ
と
決
め

た
こ
と
は
全
力
で
や
り
遂
げ
た
と
い
う
。

5
0
0
円
で
小
さ
な
家
が
建
つ
時
代
、
こ

の
建
物
に
は
3
万
5
千
円
を
か
け
た
。市

が
区
画
整
理
で
道
路
を
つ
け
た
い
と
い

う
と
入
船
町
の
土
地
を
快
く
寄
付
し
た
。

　そ
の
後
、
昭
和
27（
1
9
5
2
）年
、
製

材
業
の
風
下
新
作
が
こ
の
建
物
を
購
入
、

邸
宅
と
し
た
。昭
和
30
年
代
に
は
質
屋
を

営
む
傍
ら
貸
間
に
も
利
用
さ
れ
た
。平
成

3（
1
9
9
1
）年
、
こ
の
建
物
に
魅
了
さ

れ
た
新
作
の
孫
・
正
仁
が
復
元
改
修
を

行
い
、
郷
土
料
理「
小
樽
夢
二
亭
」を
オ
ー

プ
ン
し
た
。

　歴
建
活
用
の
成
功
例
と
い
わ
れ
た
が
、

同
店
は
平
成
23
年
7
月
に
事
業
停
止
。同

年
12
月
、
札
幌
の
建
設
会
社
が
全
面
改
装

し
た
が
平
成
28
年
1
月
末
で
閉
店
と
な
っ

た
。大
正
ロ
マ
ン
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
こ
の

建
物
が
新
オ
ー
ナ
ー
の
下
、
末
永
く
人
び

と
に
親
し
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

【
参
考
文
献
】
旧
塩
田
別
邸
（
夢
二
亭
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
）、
越
崎
宗
一
『
新
版
北
前
船
考
』

（
1
9
7
2
年
）、『
語
り
継
が
れ
る
町
総
集
編

第
1
号
』（
1
9
9
4
年
）、『
小
樽
の
歴
史
的

建
造
物
』（
1
9
9
4
年
）、「
小
樽
経
済 

百
年

の
百
人
㉒ 

二
代
目
塩
田
安
蔵
」『
北
海
タ
イ
ム

ス
』（
1
9
6
5
年
7
月
23
日
付
）

【
謝
辞
】
福
地
真
寿
美
さ
ん
（
W
I
T
H
株
式

会
社
）、
林
康
孝
さ
ん
（
株
式
会
社
オ
フ
ィ
ス

H.
K
）
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

おたる・しりべし の 魅力 を 発掘する 小樽商科大学

小樽~樺太間に豪華貨客船を就航させた、海運業の風雲児の別邸

旧塩田別邸（小樽市入船 2-8-1）
正確な建築年は不明だが、蔵の鍵に付
いていた札の記述から大正元年（1912）
頃と推察されている。洋風を取り入れた
和風建築で、木造平屋、一部二階建て。
母屋はむくりのある切妻屋根が特徴的。
中廊下を挟み玄関側に和室 5 室、奥に
和室 2 室。欄間は天然記念物の屋久杉、
床板は全面虎斑の栃の木、ガラスの一部
にはウラン鉱石など、内装に貴重な建材
が使用されている。平成 3（1991）年、
建築当時の魅力を活かした改修が行わ
れ、同年、小樽市都市景観賞を受賞（第
4 回）。平成 11 年、小樽市指定歴史的
建造物に指定（第 67 号）。

きゅう し お    だ     べっ  て い        ゆ め    じ     て い

撮
影
：
落
合 

亮(

小
樽
商
科
大
学
写
真
部)

文
章
：
高
野 

宏
康 

（
小
樽
商
科
大
学
学
術
研
究
員
）

内玄関。右奥に石倉が見える。 石蔵入口。木骨石造の石造倉庫。内部
は客席となっている。

庭園。樹齢百年余りのおんこの木、恵山つつ
じなど、花々が季節ごとに表情を変える。

建物見取図（一階）。建築当時、塩田安蔵が
描いたもの。「大玄関」の左側に応接間と茶
室、縁側奥に「大広間」があったことがわかる。

ムラサキの間。欄間と天井には屋久杉が用
いられている。

応接間。本杉の透かし欄間、薩摩杉天井など、貴重な建材が使用されている。

金庫。重厚な黒塗り。下部に車輪が付いている。
東京の大日本金庫製作所製。
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　地
元
の
人
た
ち
が
「
番
屋
通
り
」
と
呼

ぶ
、
祝
津
の
道
道
小
樽
海
岸
線
沿
い
は
、

ニ
シ
ン
漁
場
建
築
が
最
も
多
く
集
中
す

る
エ
リ
ア
の
一
つ
で
あ
る
。祝
津
の
三
大

漁
家
と
呼
ば
れ
た
白
鳥
家
の
鰊
番
屋
は
、

平
成
22
（
2
0
1
0
）
年
に
建
物
を
活
用

し
た
郷
土
料
理
店
が
閉
店
後
、
番
屋
巡
り

ツ
ア
ー
な
ど
で
見
学
の
機
会
が
あ
る
が
、

こ
の
番
屋
の
主
、
白
鳥
家
の
歴
史
は
ほ
と

ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　白
鳥
家
の
始
祖
・
喜
四
郎
は
祝
津
で

漁
業
を
営
ん
で
い
た
が
、
刺
網
漁
の
漁
獲

量
の
少
な
さ
を
打
開
す
べ
く
、
安
政
4

（
1
8
5
7
）
年
に
当
時
禁
止
さ
れ
て
い

た
建
網
の
使
用
許
可
を
得
、
さ
ら
に
慶
応

元
（
1
8
6
5
）
年
に
は
建
網
の
改
良
に

成
功
。漁
獲
量
を
飛
躍
的
に
増
加
さ
せ

た
。喜
四
郎
は
祝
津
の
有
力
者
と
な
り
、

同
10
年
に
は
地
区
の
総
代
と
な
っ
た
。

　祝
津
の
一
鰊
漁
家
か
ら
白
鳥
家
を
大

き
く
飛
躍
さ
せ
た
の
は
、
喜
四
郎
の
養

子
・
永
作
で
あ
る
。永
作
は
、
羽
後
国（
山

形
県
）
飽
海
郡
の
本
間
家
長
男
に
生
ま

れ
、
安
政
2（
1
8
5
5
）年
、
蝦
夷
地
に

渡
来
。松
前
、
厚
田
、
浜
益
と
渡
り
歩
い
た

後
、
余
市
の
場
所
請
負
人
・
林
長
左
衛
門

の
家
に
奇
遇
し
た
。そ
こ
で
人
物
を
認
め

ら
れ
、
出
張
所
が
あ
っ
た
祝
津
の
漁
場
支

配
人
と
し
て
赴
任
。明
治
7
年
に
喜
四
郎

の
養
子
と
な
り
、
同
14
年
に
喜
四
郎
が
病

没
す
る
と
家
督
を
継
い
だ
。

　明
治
19
年
、
永
作
は
白
鳥
商
店
を
設
立

し
、
海
産
物
問
屋
、
肥
料
販
売
業
、
倉
庫

業
、
担
保
貸
付
な
ど
、
多
方
面
に
事
業
を

拡
大
し
て
い
っ
た
。保
有
し
た
宅
地
は

2
1
3
2
坪
、
耕
地
13
万
6
4
3
4
坪
、

漁
場
11
カ
所
、
建
網
28
統
、
漁
船
は
大
小

84
隻
。雇
漁
夫
は
2
4
0
人
程
と
い
わ

れ
、そ
の
経
営
規
模
は
破
格
で
あ
っ
た
。

　永
作
の
死
後
、
明
治
39
年
に
白
鳥
家
一

族
は
資
本
金
10
万
円
で
白
鳥
合
資
会
社

を
色
内
町
に
設
立
。同
42
年
に
は
稲
穂
町

に
白
鳥
家
の
別
邸
を
建
て
た
。し
か
し
、

大
正
12
年
頃
か
ら
経
営
不
振
と
な
り
、
や

が
て
建
物
は
売
却
さ
れ
た
。ち
な
み
に
、

別
邸
は
昭
和
23
（
1
9
4
8
）
年
に
進
駐

軍
向
け
ビ
ア
ホ
ー
ル
「
G
E
N
D
A
I
」

（
同
26
年
、
キ
ャ
バ
レ
ー
現
代
に
改
称
）と

な
り
、
同
49
年
に
庭
内
の
石
蔵
は
蕎
麦
処

「
藪
半
」の
座
敷
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
。

　平
成
6（
1
9
9
4
）年
、
取
り
壊
し
て

観
光
客
用
ト
イ
レ
を
建
設
す
る
計
画
が

持
ち
上
が
っ
た
が
、
翌
年
、
花
園
で「
江
差

亭
」
を
経
営
し
て
い
た
干
場
豊
氏
が
買
い

取
り
、
郷
土
料
理
店
「
群
来
陣
」
を
開
店
。

祝
津
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
た
。同
22

年
6
月
に
同
店
が
閉
店
後
、
建
物
は
閉
鎖

さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。小
樽
の
貴

重
な
歴
史
遺
産
が
再
び
活
用
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

【
参
考
文
献
】　

『
小
樽
市
の
歴
史
的
建
造
物
』（
1
9
9
4
年
）、『
小
樽
の
建

築
探
訪
』（
1
9
9
5
年
）、『
歴
史
的
建
造
物
の
街 

小
樽
』

（
2
0
1
2
年
）、『
最
新
版 

小
樽
歴
史
探
訪
』（
1
9
9
9
年
）

【
謝
辞
】　

山
本
晋
さ
ん
（
株
式
会
社
ジ
ェ
ネ
シ
ス
札
幌
）
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

おたる・しりべし の 魅力 を 発掘する 小樽商科大学

ニシン漁場の記憶を伝える、祝津「三大漁家」の番屋建築

旧白鳥永作番屋（小樽市祝津3丁目191）

明治 10 年代の建築。木造平屋、一部二

階建て。広さは1階342.5㎡、2階70.6㎡。

大工は大棟梁が小林秀作、脇棟梁が土

門倉次。祝津最古の番屋遺構であり、初

期鰊番屋の建築として貴重。北海道の漁

家の中でも極めて古い形態で、親方の住

まいとヤン衆（漁夫）の居住部分が大屋

根で一体化している。向かって左手側は

主人の住まいで床の間や欄間が設けられ

た和風住宅、右手側はヤン衆の居住部

分で上部に「ネダイ」が吊り下げられて

いる。1995 年、小樽市指定歴史的建造

物に指定（第 62 号）。翌 96 年、小樽市

都市景観賞を受賞。

旧白鳥家番屋
きゅう し ら  と り    け    ば  ん    や

撮
影
：
齋
藤
一
朗（
小
樽
商
科
大
学
教
授
）

　
　

  

落
合 

亮(

小
樽
商
科
大
学
写
真
部)

文
章
：
高
野 

宏
康 

（
小
樽
商
科
大
学
学
術
研
究
員
）

むくり破風を冠した玄関。向かっ
て右手側の漁夫用。

建物側面（向かって左手側）。

親方の居住部分の和室。

建物向かって右手側の漁夫の居住部分。一部、飲食店用に改装されている。上部に L 字型
に設置された「ネダイ」はボルトで吊られる珍しい構造。

建物下端の持ち送り部材には繊細
な牡丹唐草が彫り込まれている。

木骨の柱のすぐ下に「ネダイ」
が設置されている。

屋根の上の煙出し。内部は吹き
抜けになっている。

囲炉裏付近。飲食店時代には客席として使
用された。
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　小
樽
の
中
心
部
、
稲
穂
町
の
一
角
に
老

舗
の
趣
を
か
ん
じ
さ
せ
る
菓
子
店
舗
が

あ
る
。
現
在
、
松
月
堂
が
営
業
し
て
い

る
こ
の
建
物
は
、
当
初
、
小
樽
の
老
舗

菓
子
店
・
杉
本
花
月
堂
の
店
舗
だ
っ
た
。

今
回
は
、
杉
本
花
月
堂
か
ら
松
月
堂
に

至
る
こ
の
老
舗
菓
子
店
舗
の
歴
史
を
紐

解
い
て
み
た
い
。

　杉
本
花
月
堂
は
、
嘉
永
4
（
1
8
5
1
）

年
に
越
後
・
新
発
田
藩
（
現
新
潟
県
）
で

杉
本
次
郎
吉
に
よ
っ
て
創
業
。
藩
の
御
用

菓
子
司
と
な
っ
た
が
、
二
代
目
次
郎
吉
が

政
治
に
関
っ
て
失
敗
し
た
こ
と
も
あ
り
、

明
治
36
（
1
9
0
4
）
年
、
三
代
目
治
三

郎
が
小
樽
へ
渡
り
、
住
ノ
江
町
で
問
屋
へ

納
め
る
菓
子
の
下
請
か
ら
始
め
、
翌
37
年

に
杉
本
花
月
堂
を
開
業
し
た
。

　創
業
時
に
誕
生
し
た
「
か
す
て
ぃ
ら
」

は
全
国
菓
子
博
覧
会
で
最
高
賞
を
受
賞

し
、
昭
和
3
（
1
9
2
8
）
年
に
は
秩
父

宮
が
命
名
し
た
「
深
雪
の
里
」
が
人
気

商
品
と
な
る
な
ど
、
小
樽
を
代
表
す
る

菓
子
店
に
成
長
し
た
。
同
21
年
に
は
株
式

会
社
杉
本
花
月
堂
を
設
立
。
同
25
年
に
札

幌
進
出
。
同
28
年
に
は
「
花
月
会
」
を
創

設
し
、
菓
子
の
通
信
販
売
を
展
開
し
た
。

　と
こ
ろ
が
拡
大
路
線
が
行
き
詰
ま
り
、

昭
和
35
年
11
月
、
一
億
円
の
負
債
を
抱
え

て
倒
産
し
、
更
正
会
社
と
な
る
が
、
創

業
家
、
管
財
人
、
社
員
が
対
立
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
五
代
目
定
応
の
弟
で
副
社

長
の
南
澤
賢
治
は
退
任
後
、
店
舗
の
隣
に

「
有
限
会
社
丸
花
す
ぎ
も
と
」
を
開
業
。

創
業
家
の
「
杉
本
」
と
更
生
会
社
が
分

離
す
る
か
た
ち
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
更

生
会
社
は
裁
判
に
敗
れ
て
店
舗
は
創
業

家
の
所
有
と
な
っ
た
た
め
、
同
47
年
に
稲

穂
大
通
り
商
店
街
沿
い
に
移
転
し
、
同
56

年
に
は
社
名
を
「
花
月
堂
」
と
し
た
。

そ
の
後
、
多
店
舗
展
開
が
失
敗
。
平
成

23
（
2
0
1
1
）
年
に
北
武
グ
ル
ー
プ
に

事
業
譲
渡
さ
れ
た
。

　旧
杉
本
花
月
堂
の
店
舗
で
営
業
を
再

開
し
て
い
た
南
澤
賢
治
が
昭
和
57
年
に
急

逝
す
る
と
、「
丸
花
す
ぎ
も
と
」
は
廃
業

と
な
り
、
翌
58
年
に
杉
本
花
月
堂
と
ゆ

か
り
が
深
い
松
月
堂
の
店
舗
と
な
っ
た
。

　松
月
堂
の
創
業
者
、
奥
村
教
造
は
江

差
の
ニ
シ
ン
漁
家
に
生
ま
れ
、
小
学
校
の

頃
、
小
樽
に
渡
り
杉
本
花
月
堂
で
奉
公
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。や
が
て
工
場
長
と
な
っ

た
教
造
は
大
正
7
（
1
9
1
8
）
年
に
独

立
し
、
緑
町
で
松
月
堂
を
創
業
。
店
名
は

花
月
堂
の
「
花
」
を
「
松
」
に
し
て
命
名

し
た
。
二
代
目
泰
吉
は
杉
本
花
月
堂
で
2

年
程
修
行
し
て
松
月
堂
を
継
ぎ
、
同
58
年

に
こ
の
建
物
へ
移
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

杉
本
花
月
堂
の
店
舗
と
菓
子
は
と
も
に
松

月
堂
へ
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

【
参
考
文
献
】
　

坂
田
栄
子
「
百
年
の
の
れ
ん
と
私
（
全
34
回
）」『
北
海
道
新
聞
』
夕
刊
、

1
9
8
7
年
2
月
12
日-

3
月
24
日
）、『
小
樽
昭
和
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
』

（
2
0
1
3
年
）、『
別
冊
太
陽 

和
菓
子
風
土
記
』（
2
0
0
5
年
）

【
謝
辞
】
　

奥
村
泰
吉
さ
ん
（
菓
匠
松
月
堂
会
長
）
　南
澤
良
夫
さ
ん
（
小
樽
信
用
金

庫
理
事
）
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。。

おたる・しりべし の 魅力 を 発掘する 小樽商科大学

受け継がれる老舗菓子店舗の系譜

旧杉本花月堂（小樽市稲穂 1 丁目 8-13）

大正 5～6（1916～17）年頃の建築と推

定されている。木造二階建て。

旧杉本花月堂（松月堂）

撮
影
：
落
合 

亮（
小
樽
商
科
大
学
写
真
部
）

文
章
：
高
野 

宏
康 

（
小
樽
商
科
大
学
学
術
研
究
員
）

「杉本花月堂」時代の店頭。写真提供：南澤良夫

「マロンどら焼き」は松月堂が現在地に移転
後、5 年程かけて開発。昭和 60 年頃に発売
され、現在まで人気商品となっている。

「杉本松月堂」と記載されたプレート。

2 階部分。居住スペースとなっている。看板。「パヌモア」はフランス語で「松」と「月」
を意味する。中央部には「杉本花月堂」の「杉
本」が記載されている。

店内。以前は入口から向かって左側（奥）が
隣の建物とつながっており、現在より広かった。

きゅうすぎもとかげつどう しょうげつどう
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　小
樽
港
南
防
波
堤
の
基
部
に
そ
び
え
立

つ
2
つ
の
巨
大
な
ブ
ル
ー
の
ク
レ
ー
ン

は
、
小
樽
港
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
長

く
親
し
ま
れ
て
き
た
が
、
今
年
（
平
成

28
年
）
解
体
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
ク
レ
ー
ン
は
、
防
波
堤
等
の
建
造
に
使

用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
函
（
ケ
ー
ソ

ン
）
を
製
作
す
る
施
設
の
一
部
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
当
時
、
世
界
で
初
め
て
ケ
ー

ソ
ン
を
斜
路
上
で
つ
く
り
海
中
に
滑
り
落

と
す
画
期
的
な
進
水
方
式
を
採
用
し
、

日
本
の
近
代
港
湾
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
た
こ
の
施
設
と
、
考
案
者
の
伊
藤
長

右
衛
門
の
歩
み
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

　小
樽
港
の
外
洋
防
波
堤
は
明
治
中

期
か
ら
大
正
期
に
わ
た
る
２
期
の
工

事
に
よ
っ
て
完
成
し
た
。
第
Ⅰ
期
工
事

（
1
8
9
7-

1
9
0
8
）
で
は
、
初
代
小

樽
築
港
事
務
所
長
・
廣
井
勇
の
指
揮
に

よ
り
北
防
波
堤
1
2
8
9
m
が
つ
く
ら
れ

た
。
廣
井
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を

斜
め
に
積
む
最
新
工
法
な
ど
斬
新
な
新
機

軸
を
次
々
と
実
現
し
、
日
本
人
技
師
と

し
て
初
め
て
本
格
的
な
外
洋
防
波
堤
の

建
設
に
成
功
し
た
。
続
く
第
Ⅱ
期
工
事

（
1
9
0
8-

1
9
2
1
）を
指
揮
し
た
の
が
、

3
代
目
小
樽
築
港
事
務
所
長
の
伊
藤
長

右
衛
門
で
あ
る
。

　伊
藤
長
市
（
後
に
家
名
の
長
右
衛
門

を
襲
名
）
は
、明
治
8
（
1
8
7
5
）
年
、

福
井
県
生
ま
れ
。
同
32
年
、
東
京
帝
国

大
学
に
入
学
。
当
時
、
小
樽
築
港
事
務

所
長
と
東
京
帝
国
大
学
教
授
を
兼
務
し

て
い
た
廣
井
勇
に
「
寡
黙
沈
毅
」
な
性
格

を
高
く
評
価
さ
れ
、
卒
業
後
の
同
35
年
、

小
樽
築
港
事
務
所
に
勤
務
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
同
41
年
、
第
Ⅱ
期
工
事
開
始
と

同
時
に
所
長
と
な
っ
た
伊
藤
は
、
軍
艦
の

進
水
式
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
ケ
ー
ソ
ン
を

斜
路
上
で
つ
く
り
海
中
に
滑
り
落
と
す
進

水
方
式
を
考
案
し
た
。

　同
45
年
か
ら
製
作
を
開
始
し
た
ケ
ー
ソ

ン
に
よ
り
、
南
防
波
堤
9
3
2
m
、
島
防

波
堤
9
1
5
m
、
北
防
波
堤
の
延
伸
部

4
1
9
m
が
次
々
と
造
ら
れ
て
い
っ
た
。

ケ
ー
ソ
ン
工
法
は
す
で
に
神
戸
港
で
採
用

さ
れ
て
い
た
が
莫
大
な
設
備
と
水
深
が
必

要
で
あ
っ
た
。
伊
藤
が
考
案
し
た
進
水
方

式
は
こ
れ
ら
の
難
点
を
解
決
し
、
さ
ら
に

工
費
の
大
幅
削
減
、
工
期
短
縮
を
実
現
さ

せ
た
。

　昭
和
10
（
1
9
3
5
）
年
、
副
防
波

堤
の
工
事
指
導
中
、
技
師
に
副
防
波
堤
の

堤
先
に
建
て
る
灯
台
の
題
字
を
依
頼
さ
れ

た
伊
藤
は
、
自
分
の
死
後
、
灯
台
に
遺

骨
を
埋
め
て
ほ
し
い
と
遺
言
し
、
同
14
年

に
亡
く
な
っ
た
。
遺
言
に
よ
り
遺
骨
の
一

部
が
北
防
波
堤
の
先
端
の
記
念
碑
に
納
め

ら
れ
、
今
も
小
樽
港
を
見
守
っ
て
い
る

（
と
、
み
な
と
資
料
館
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

は
記
す
が
、
愛
用
の
碁
石
と
謡
曲
の
本

と
す
る
文
献
も
あ
る
）。

　ク
レ
ー
ン
は
解
体
さ
れ
た
が
、
土
木
遺

産
と
し
て
保
存
さ
れ
る
斜
路
と
み
な
と

資
料
館
、
そ
し
て
こ
の
記
念
碑
は
、
ケ
ー

ソ
ン
製
作
ヤ
ー
ド
の
意
義
と
伊
藤
の
偉
大

な
功
績
を
い
ま
に
伝
え
て
く
れ
る
。

おたる・しりべし の 魅力 を 発掘する 小樽商科大学

小樽築港の歴史をいまに伝える近代化遺産

小樽港斜路式ケーソン製作ヤード

（小樽市築港 2-2）

小樽築港第Ⅱ期修築工事（明治 41 年 -

大正 10 年）に際し、伊藤長右衛門によっ

て考案。大正元（1912）年から平成 17

（2005）年までにケーソンを約 800 函製

作した。平成 28 年に解体されたクレー

ン部分は昭和 10（1935）年に建造され

たもの。クレーンは鋼鉄製、高さ 23m、

アームの長さは 30m。最大 2トンの重量

物を持ち上げることが可能。ヤード中央

の斜路は、陸上部分が 60m、水中部分

が 64m、斜路の平均勾配は約 10％。平

成 21 年、土木学会選奨土木遺産に認定。

小樽港斜路式ケーソン製作ヤード

撮
影
：
小
樽
商
科
大
学
写
真
部

        

（
井
上 

優
太
、葛
西 

愛
香
、髙
橋 

聡
）

文
章
：
高
野 

宏
康（
小
樽
商
科
大
学
学
術
研
究
員
）

 お   た る   こ う しゃ     ろ   し き　　　　　　　　　　　　せ い さ く

コンクリートブロック。留め具には旧手宮線
のレールが使用されている。

おたるみなと資料館。昭和 59 年開館。平成
11 年にケーソンヤードそばに移転・新築。

銀燐荘からの眺望。手前はケーソンヤード。北防
波堤先の灯台に伊藤長右衛門の頌徳碑がある。

解体工事中のケーソンクレーン。2016 年 9月30日撮影。

ケーソンヤードの斜路。斜路部分は土木遺産
に指定されており、今後も保存される。

在りし日のケーソンクレーン。

【
参
考
文
献
】『
伊
藤
長
右
衛
門
先
生
伝
』（
1
9
6
4
年
）、『
小
樽
築
港

1
0
0
年
の
あ
ゆ
み
』（
1
9
9
7
）、「
小
樽
港
の
シ
ン
ボ
ル
！
ケ
ー
ソ

ン
ク
レ
ー
ン
解
体
撤
去
！
」『
小
樽
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』（
2
0
1
6
年
10
月

3
日
付
）、「
小
樽
港
ク
レ
ー
ン
撤
去
へ
」『
北
海
道
新
聞
』（
小
樽
・
後

志
版
2
0
1
6
年
10
月
19
日
付
）

【
謝
辞
】
今
宗
紀
さ
ん
（
北
海
道
開
発
局
小
樽
開
発
建
設
部
小
樽
港
湾
事

務
所
所
長
）
お
よ
び
小
樽
港
湾
事
務
所
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ケーソンヤードの模型。ケーソンが滑り落ち
る様子を体感できる。
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近
年
、
小
樽
の
か
け
が
え
の
な
い
地
域

資
源
で
あ
る
歴
史
的
建
造
物
が
次
々
と

取
り
壊
さ
れ
て
い
く
な
か
、
今
年
7
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
「
ニ
ト
リ
小
樽
芸
術
村
」

は
、
新
た
な
小
樽
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
こ
の
施
設
は
3
つ
の
歴
史
的
建
造
物
を

活
用
し
て
お
り
、
そ
の
一
つ
、
ア
ー
ル
・

ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
グ
ラ
ス
館
は
臨
港
線
沿
い
の

旧
荒
田
商
会
の
建
物
で
あ
る
。
こ
の
建

物
は
最
近
ま
で
店
舗
等
に
利
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
市
民
や
観
光
客
に
親

し
ま
れ
て
き
た
が
、
荒
田
商
会
と
そ
の

創
業
者
・
荒
田
太
吉
の
歴
史
は
ほ
と
ん

ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　
荒
田
太
吉
は
、
明
治
10
（
1
8
7
7
）

年
、
福
井
県
丸
岡
町
の
生
ま
れ
。
15
歳

の
時
、
根
室
に
渡
り
父
の
雑
貨
小
売
店
の

仕
事
を
手
伝
っ
て
い
た
が
、独
立
し
た
か
っ

た
た
め
家
出
し
て
小
樽
へ
や
っ
て
き
た
。

そ
の
後
、
網
走
や
樺
太
を
転
々
と
し
て

雑
貨
商
や
米
穀
商
な
ど
様
々
な
職
業
に

従
事
し
た
が
、
明
治
43
年
に
再
び
小
樽
に

渡
っ
て
海
陸
物
産
商
を
開
業
し
た
。
大
正

6
（
1
9
1
7
）
年
に
は
荒
田
汽
船
株

式
会
社
を
設
立
。
汽
船
7
隻
を
運
航
さ

せ
て
道
内
、
本
州
、
樺
太
の
各
港
で
貿

易
を
行
い
、
昭
和
4
（
1
9
2
9
）
年
に

荒
田
商
会
を
設
立
し
た
。
そ
の
後
も
漁

業
、
農
業
、
鉱
油
販
売
業
な
ど
多
角
経

営
を
展
開
し
、
多
数
の
会
社
社
長
、
大

株
主
を
務
め
た
。

　
成
功
者
と
な
っ
た
太
吉
は
積
極
的
に
社

会
貢
献
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
小
樽
で

は
、
小
樽
警
察
署
署
員
合
宿
所
、
小
樽
高

等
女
学
校
な
ど
に
多
額
の
寄
付
を
し
、
戦

後
、
小
樽
経
済
専
門
学
校
の
小
樽
商
科
大

学
へ
の
昇
格
を
支
援
し
て
い
る
。
故
郷
の

福
井
県
丸
岡
に
も
様
々
な
恩
返
し
を
行
っ

て
お
り
、
中
で
も
丸
岡
城
へ
の
支
援
は
大

き
な
功
績
と
し
て
讃
え
ら
れ
て
い
る
。

　
丸
岡
城
は
天
正
４
（
1
5
7
6
）
年

に
柴
田
勝
家
の
命
に
よ
り
甥
・
勝
豊
に

よ
っ
て
築
城
さ
れ
、
明
治
以
降
も
天
守
が

解
体
さ
れ
ず
に
残
っ
た
こ
と
で
、
現
存
最

古
の
天
守
と
し
て
名
高
い
名
城
で
あ
る
。

　
昭
和
15
年
の
修
理
の
際
、
太
吉
は
総

工
費
の
約
4
割
の
地
元
負
担
金
（
現
在
の

数
千
万
円
程
度
）
を
一
人
で
負
担
す
る
こ

と
を
快
諾
し
た
。
翌
年
、
太
吉
が
丸
岡

を
訪
問
す
る
と
全
町
を
あ
げ
て
歓
迎
さ

れ
、
小
学
生
に
「
少
年
達
よ
遠
征
心
を

持
て
」
と
題
し
た
講
演
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
昭
和
23
年
に
福
井
震
災
で
丸
岡

城
が
倒
壊
す
る
と
太
吉
は
再
び
多
額
の

寄
付
を
し
、
さ
ら
に
丸
岡
町
長
と
と
も
に

小
樽
在
住
の
福
井
県
出
身
の
有
力
者
、

松
川
嘉
太
郎
や
角
磯
ハ
ブ
タ
イ
屋
・
角
義

雄
ら
を
訪
ね
、
寄
付
を
募
っ
た
。

　
小
樽
で
成
功
を
収
め
た
太
吉
の
故
郷
へ

の
恩
返
し
の
物
語
は
、
小
樽
の
繁
栄
の
遺

産
で
あ
る
こ
の
建
物
を
さ
ら
に
魅
力
的
な

も
の
に
し
て
く
れ
る
。

おたる・しりべし の 魅力 を 発掘する 小樽商科大学

小樽で成功を収め、故郷に大きな恩返しをした実業家の本店

旧荒田商会（小樽市色内 1丁目 2-17）

荒田太吉商店の本店事務所として昭和

10（1935）年に建築。木造 2 階建て。

左右対称の外観、白枠に囲まれた明るい

茶色の壁面が特徴的。荒田商会は奥の

旧高橋倉庫（現・ステンドグラス美術館）

を買い取り連結させて営業していた。そ

の後、オルゴール堂海鳴楼、石原プロの

「おもしろ撮影館」等を経て、平成 28

（2016）年、アール・ヌーヴォーグラス

館となる。旧高橋倉庫、左隣の旧通信電

設浜ビルと中庭で結ばれており、一体と

して歴史的な景観を創り出している。平

成 6 年、小樽市指定歴史的建造物に指

定（第 52 号）。

旧荒田商会（ニトリ小樽芸術村アール・ヌーヴォーグラス館）

き ゅ う あ ら た し ょ う か い
館内の様子。建築当時はいくつかの部屋に仕切られていた。

【
参
考
文
献
】『
荒
田
太
吉
翁 

一
夕
昔
ば
な
し
』（
私
家
版
、
1
9
7
2
年
）、『
北

海
タ
イ
ム
ス
』（
1
9
6
5
年
8
月
11
日
付
）、『
小
樽
の
建
築
探
訪
』（
1
9
9
5

年
）、『
歴
史
的
建
造
物
の
街 

小
樽
』（
2
0
1
2
年
）、『
歴
建
ガ
イ
ド
』（
小
樽
再

生
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
2
0
1
6
年
）

【
謝
辞
】
渡
邉
洋
子
さ
ん
（
ニ
ト
リ
小
樽
芸
術
村
学
芸
員
）
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

奥の旧高橋倉庫とは床の高さが異なるため斜
路でつながっている。

入口。左右対称となっている。

2 階はアール・ヌーヴォーグラス館となって
いる。

入口付近の天井は建築当時のもの。

建物奥は旧高橋倉庫と連結されている。
荒田太吉の「太」が印象的。

2階へ通じる階段。建築当時のもので、かな
り急角度となっている。

撮
影
：
落
合 

亮（
小
樽
商
科
大
学
写
真
部
）

文
章
：
高
野 

宏
康 

（
小
樽
商
科
大
学
学
術
研
究
員
）
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水
天
宮
の
丘
の
中
腹
に
あ
り
、小
樽
の

街
を
見
下
ろ
す
よ
う
に
建
っ
て
い
る
瀟

洒
な
教
会
が
、小
樽
聖
公
会
で
あ
る
。近

年
、マ
ッ
サ
ン
の
妻
、竹
鶴
リ
タ
が
通
っ

て
い
た
教
会
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、メ

デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、リ
タ
以
外
に
も
こ
の
教
会
は
小
樽
の

歴
史
と
深
く
関
わ
る
様
々
な
人
物
と
ゆ

か
り
を
持
っ
て
い
る
。

　
聖
公
会
は
英
国
国
教
会
系
統
の
教
派

で
、カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

の
中
間
的
な
宗
派
と
言
わ
れ
る
。明
治
13

（
1
8
8
0
）年
、北
海
道
で
宣
教
を
開

始
。小
樽
で
は
同
28
年
に
山
田
町
で
小
樽

聖
公
会
議
所
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。小
樽

聖
公
会
信
徒
第
一
号
は
、同
35
年
に
受
洗

し
た
小
樽
駅（
現
南
小
樽
駅
）三
代
目
駅

長
の
井
高
虎
之
助
で
あ
っ
た
。

　
明
治
13
年
6
月
に
小
樽
初
の
伝
道
を

行
っ
た
の
が
、ア
イ
ヌ
伝
道
に
尽
力
し
、

「
ア
イ
ヌ
の
父
」と
呼
ば
れ
た
ジ
ョ
ン
・

バ
チ
ェ
ラ
ー（
1
8
5
4 - 

1
9
4
4
）

で
あ
る
。英
国
聖
公
会
の
デ
ニ
ン
グ
と
バ

チ
ェ
ラ
ー
は
日
高
・
石
狩
地
方
の
ア
イ

ヌ
伝
道
の
帰
路
、手
宮
で
説
教
会
を
開
催

し
た
。バ
チ
ェ
ラ
ー
は
、小
樽
聖
公
会
で

明
治
35
年
、40
年
、大
正
10(

1
9
2
1)

年

の
３
度
管
理
長
老
を
務
め
て
い
る
。

　
榎
本
武
揚
ら
が
所
有
す
る
小
樽
の

土
地
開
発
を
推
進
し
た
北
辰
社
の
三
代

目
支
配
人
と
し
て
知
ら
れ
る
寺
田
省
帰

（
1
8
5
7 - 

1
9
4
2
）は
、小
樽
聖
公

会
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
。寺
田

は
明
治
31
年
か
ら
36
年
ま
で
小
樽
聖
公

会
の
教
会
委
員
を
務
め
、稲
穂
町
講
義
所

に
新
設
さ
れ
た
教
会
所
属
の
済
美
女
学

校
の
幹
事
と
な
っ
て
い
る
。

　
石
川
啄
木
の
妹
ミ
ツ（
1
8
8
8 - 

1
9
6
4
）は
、明
治
40
年
5
月
、盛
岡
か

ら
次
姉
の
嫁
ぎ
先
で
あ
っ
た
小
樽
に
向

か
い
、翌
年
、日
本
メ
ソ
ジ
ス
ト
小
樽
教

会
で
洗
礼
を
受
け
た
。こ
の
頃
、ミ
ツ
は

小
樽
聖
公
会
で
オ
ル
ガ
ン
の
手
ほ
ど
き

を
受
け
た
と
言
わ
れ
る
。同
42
年
夏
、ミ

ツ
は
小
樽
聖
公
会
の
小
児
会（
幼
稚
園
）

の
助
手
と
し
て
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。大

正
2
年
か
ら
全
国
各
地
の
聖
公
会
系
の

教
会
や
施
設
に
仕
え
、同
11
年
に
は
聖
公

会
司
祭
と
結
婚
し
た
。

　
小
樽
聖
公
会
は
小
樽
高
等
商
業
学
校

（
現
小
樽
商
大
）と
も
関
係
が
深
い
。小

樽
高
商
の
教
授
・
木
村
重
義
は
、昭
和
6

（
1
9
3
1
）年
か
ら
16
年
ま
で
小
樽
聖

公
会
の
教
会
委
員
を
務
め
た
。竹
鶴
リ
タ

の
友
人
だ
っ
た
、ア
ン
・
ス
テ
ー
ブ
リ
ー

（
1
8
9
8 - 

1
9
6
3
）は
、昭
和
10
年

5
月
に
着
任
後
、小
樽
高
商
と
英
語
聖
書

研
究
会
を
開
始
し
、多
数
の
学
生
が
聖
公

会
を
訪
れ
た
。

　
小
樽
聖
公
会
は
、小
樽
市
指
定
歴
史
的

建
造
物
に
指
定
さ
れ
、調
度
品
な
ど
も
含

め
建
築
当
時
の
面
影
が
濃
厚
に
感
じ
ら

れ
る
魅
力
的
な
建
物
だ
が
、様
々
な
人
物

と
の
ゆ
か
り
は
、当
時
、教
会
が
近
代
文

化
の
発
信
地
で
あ
り
、小
樽
の
歴
史
に
深

く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
い
ま
に
伝
え

て
く
れ
る
。

おたる・しりべし の 魅力 を 発掘する 小樽商科大学

小樽の歴史と深く関わる人物たちとゆかりを持つ教会

小樽聖公会（小樽市東雲町 10-5）

明治 41（1908）年、建築。木造平家。

建物の中心軸に切り妻の 3 つの屋根（玄

関、母屋、尖塔）が並び、屋根に鐘撞

堂をのせている。玄関脇の窓は左右対称

に配置され、星形模様のバラ窓、やや

幅広の尖塔アーチ窓が特徴的。軒のレー

ス状の装飾はアメリカで流行したカーペ

ンター・ゴシックの特徴を示す。軒先に

はシンプルな飾り破風板がついており、

玄関上部は和風建築にみられる懸魚のよ

うになっている。外壁は下見板張り。平

成 3（1991）年、小樽市指定歴史的建

造物（第 28 号）に指定。

小樽聖公会

撮
影
：
落
合 

亮
、王 

禹
潼（
小
樽
商
科
大
学
写
真
部
）

　
　

  

神
野 

真
由（
小
樽
商
科
大
学
大
津
ゼ
ミ
）

文
章
：
高
野 

宏
康（
小
樽
商
科
大
学
学
術
研
究
員
）

お     た る   せ い   こ う    か い

礼拝堂内部。長椅子や調度品は建築当時の面影をとどめている。

【
参
考
文
献
】　『
日
本
聖
公
会
　
小
樽
聖
公
会
百
二
十
年
の
步
み
』

（
2
0
0
0
年
）、『
小
樽
の
建
築
探
訪
』（
1
9
9
5
年
）、『
歴
史
的
建
造
物
の

街 

小
樽
』（
2
0
1
2
年
）、『
歴
建
ガ
イ
ド
』（
小
樽
再
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

2
0
1
6
年
）

【
謝
辞
】　
永
谷
亮
さ
ん
（
日
本
聖
公
会
北
海
道
教
区
・
執
事
）
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
小
樽
聖
公
会
の
建
築
年（
1
9
0
8
年
）は
、
小
樽
聖
公
会
の
文
献
の
記
述

に
依
拠
し
て
い
ま
す
。

尖塔アーチ窓のステンドグラス。鮮やかな靑
と赤が印象的。

星形模様のバラ窓、軒のレース状の装飾、
懸魚風の飾り破風板が特徴的。

鐘撞堂。鐘は昭和 7～9 年に「聖鐘基金」
の積立金で購入した。戦時期に供出され
行方不明となっていたが、戦後、小樽港
の倉庫内で発見された。

洗礼盤。十字架と三位一体の意匠が施され
ている。

オルガン。「オルガン基金」の募金によって
購入されたもの。最近補修された。

手前から小樽聖公会、本妙寺、水天宮の鳥居。
様々な宗教施設が集まっている。
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国立大学法人小樽商科大学

　小
樽
の
冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
小
樽
雪

あ
か
り
の
路
」
が
、
小
樽
出
身
の
作
家
・

伊
藤
整（
1
9
0
5-

1
9
6
9
）が
最
初

に
出
版
し
た
詩
集
「
雪
明
り
の
路
」

（
1
9
2
6
年
）
に
ち
な
ん
で
い
る
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。都
通
り
の
ア
ー

ケ
ー
ド
と
静
屋
通
り
の
間
、
地
元
で
は
静

屋
仲
通
り
な
ど
と
呼
ば
れ
る
道
幅
の
狭

い
小
路
沿
い
に
あ
る
趣
き
の
あ
る
木
造

家
屋
・
旧
衣
斐
質
店
は
、伊
藤
整
の
親
友
・

川
崎
昇
の
下
宿
先
で
、
二
人
が
詩
集
の
構

想
を
は
じ
め
、
文
学
や
恋
愛
を
語
り
合
っ

た
場
所
で
あ
る
。

　大
正
12（
1
9
2
3
）年
の
夏
、
伊
藤
整

が
小
樽
高
等
商
業
学
校
（
現
・
小
樽
商
科

大
学
）
の
2
年
生
だ
っ
た
頃
、
川
崎
昇
が

編
集
し
て
い
た
文
学
雑
誌
「
青
空
」
を
復

刊
さ
せ
る
資
金
づ
く
り
の
た
め
、
花
園
公

園
通
り
に
夜
店
を
出
し
、
小
樽
高
商
附
属

実
践
工
場
で
つ
く
ら
れ
た
「
高
商
石
鹸
」

や
、
塩
谷
や
忍
路
で
摘
ん
だ
薔
薇
や
ハ
マ

ナ
ス
を
販
売
し
て
い
た
。こ
の
衣
斐
質
店

の
二
階
で
、
二
人
は
夜
店
の
売
り
上
げ
の

計
算
を
し
た
り
、
伊
藤
整
が
自
費
で
出
版

し
よ
う
と
考
え
て
い
た
詩
集
に
つ
い
て

相
談
し
て
い
た
。

　当
時
、
伊
藤
整
は
夜
店
で
販
売
す
る
花

を
摘
み
に
塩
谷
の
実
家
へ
一
日
お
き
に

帰
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
外
の
日
は
衣
斐

質
店
の
二
階
で
暮
ら
し
て
い
た
。『
若
い

詩
人
の
肖
像
』
に
は
、
伊
藤
整
が
小
樽
の

西
洋
料
理
店
で
知
り
合
っ
た
女
給
を
そ

の
部
屋
に
招
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
と
、

衣
斐
質
店
の
主
人
に
注
意
さ
れ
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
書
か
れ
て
い
る
。伊
藤
整
の

「
は
じ
め
て
起
こ
り
か
け
た
ロ
マ
ン
め
い

た
も
の
」
の
舞
台
が
こ
の
場
所
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

　平
成
27（
2
0
1
5
）年
か
ら
、
雪
あ
か

り
の
路
期
間
中
に
、
こ
の
建
物
と
伊
藤
整

の
ゆ
か
り
を
紹
介
す
る
た
め
に
、
地
元
の

小
樽
静
親
町
会
の
有
志
が
、
旧
衣
斐
質
店

お
よ
び
静
屋
仲
通
り
を
ろ
う
そ
く
の
明

か
り
で
照
ら
す
、「
伊
藤
整
ゆ
か
り
の
道
」

を
開
催
し
て
い
る
。

　イ
ベ
ン
ト
名
称
が
「
道
」
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
伊
藤
整
と
川
崎
昇
が
詩
集
の
題

に
「
道
」
と
「
路
」
ど
ち
ら
を
使
う
か
議
論

し
た
こ
と
に
ち
な
む
。伊
藤
整
は
道
を

「
路
」と
書
く
こ
と
が
、「
岡
」を「
丘
」と
書

く
よ
う
に
、
そ
の
頃
の
文
学
で
流
行
に

な
っ
て
い
た
た
め
、
あ
え
て
そ
れ
を
避
け

て「
道
」に
し
よ
う
と
し
た
が
、
川
崎
昇
が

「
路
」
が
い
い
と
言
っ
た
の
で
同
意
し
た
。

詩
集
の
題
に
自
分
の
詩
の
価
値
を
発
見
者

し
て
く
れ
た
川
崎
昇
の
考
え
た
字
を
一
字

使
う
こ
と
に
満
足
し
た
と
書
い
て
い
る
。

　こ
の
建
物
は
、
小
樽
に
現
存
す
る
伊
藤

整
が
実
際
に
足
を
踏
み
入
れ
て
い
た
場

所
と
し
て
大
変
貴
重
だ
が
、
母
屋
は
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
。小
樽
と
伊
藤
整
の
大

切
な
記
憶
を
い
ま
に
伝
え
る
地
元
町
会

の
取
り
組
み
は
と
て
も
意
義
深
い
。

おたる・しりべし の 魅力 を 発掘する 小樽商科大学

小樽に現存する貴重な伊藤整ゆかりの建物

旧衣斐質店（小樽市稲穂 2丁目 14）

伊藤整の親友・川崎昇が下宿していたの

は大正 13（1924）年頃であり、それ以

前につくられている。木造二階建て。衣

斐家は滋賀県彦根の出身で、井伊家に

仕えた家系。

撮
影
：
落
合 

亮（
小
樽
商
科
大
学
写
真
部
）

文
章
：
高
野 

宏
康（
小
樽
商
科
大
学
学
術
研
究
員
）

旧衣斐質店
きゅう    い　    び　 し  ち   て  ん

伊藤整の親友・川崎昇が下宿していた部屋は建物 2 階、四畳半の一部屋。当時、伊
藤整は頻繁に訪れていた。

【
参
考
文
献
】　
伊
藤
整
『
若
い
詩
人
の
肖
像
』（
講
談
社
文
芸
文
庫
、

1
9
9
8
年
）、「
伊
藤
整
ゆ
か
り
の
道
　
開
催
の
ご
案
内
」（
小
樽
静
親
町

会
、2
0
1
5
年
）、「
伊
藤
整
ゆ
か
り
の
家
、旧
衣
斐
質
店
」『
新
ね
っ
と
わ
ー

く
小
樽
』（
第
19
号
、2
0
1
6
年
2
月
14
日
）

【
謝
辞
】　
内
山
景
一
郎
さ
ん
（
小
樽
静
親
町
会
）、
小
川
原
格
さ
ん
（
株
式
会

社
藪
半
代
表
取
締
役
）に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

当時、石蔵を設置する質店が多かった。母
屋の背後にあり、静屋通りに面している。

伊藤整ゆかりの建物であることを紹介する解
説。地元の小樽静親町会の有志が作成した。

静屋通りと都通りの間にあるこの通りは静屋
仲通りと呼ばれる。雰囲気のある建物と個性
豊かな飲食店が並ぶ。

母屋の側面。板張りが歴史をかんじさせる。母屋と石蔵はつながっている。母屋の向かって右側には、近年まで長期間、
婦人服専門店の工場が入っていた。
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国立大学法人小樽商科大学

　歴
史
的
建
造
物
を
活
用
し
た
名
喫
茶

店
と
し
て
長
年
親
し
ま
れ
た
、
さ
か
い

家
が
平
成
28
（
2
0
1
6
）
年
12
月
に

閉
店
後
、
同
29
年
1
月
に
く
ぼ
家
が
オ
ー

プ
ン
し
て
建
物
の
魅
力
が
受
け
継
が
れ

た
こ
と
に
ほ
っ
と
し
た
小
樽
市
民
は
か

な
り
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今

回
は
こ
の
建
物
を
つ
く
っ
た
久
保
商
店

の
歴
史
を
ひ
も
解
い
て
み
た
い
。

　創
業
者
、
久
保
与
三
五
郎
は
文
久
2

（
1
8
6
2
）
年
、
福
井
県
丹
生
郡
の
農

家
に
生
ま
れ
た
が
、
不
作
な
ど
で
実
家

が
没
落
。
北
海
道
で
一
旗
揚
げ
よ
う
と

決
意
し
、
明
治
23
（
1
8
9
0
）
年
頃
、

福
井
の
敦
賀
港
か
ら
北
前
船
に
乗
っ
て

小
樽
に
渡
っ
た
。
与
三
五
郎
は
、
同
じ

福
井
出
身
の
板
野
ス
テ
と
結
婚
し
、
小

間
物
雑
貨
卸
問
屋
の
久
保
商
店
を
開
業

し
た
。
長
男
が
生
ま
れ
る
と
将
来
を
考

え
て
玩
具
や
履
き
物
な
ど
も
取
り
扱
う

よ
う
に
な
っ
た
。
東
京
か
ら
ブ
リ
キ
玩

具
な
ど
多
種
多
様
な
玩
具
を
仕
入
れ
、

斬
新
な
品
揃
え
の
店
と
評
判
に
な
っ
た
。

　当
時
、
堺
町
は
問
屋
街
と
し
て
賑
わ
っ

て
い
た
が
、
日
露
戦
後
の
樺
太
貿
易
拡

大
に
よ
り
小
樽
の
問
屋
は
さ
ら
に
膨
大

な
利
益
を
上
げ
る
よ
う
に
な
り
、
久
保

商
店
も
大
量
の
商
品
を
各
地
か
ら
仕
入

れ
た
。
大
正
8
（
1
9
1
9
）
年
、
株

式
会
社
と
な
り
、
与
三
五
郎
は
社
長
、

ス
テ
は
専
務
に
就
任
し
た
。
現
在
の
く

ぼ
家
の
店
舗
向
か
い
に
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
3
階
建
ビ
ル
を
新
築
し
、
荷
物

専
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
鉄
製
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
設
置
。
小
樽
初
の
デ
パ
ー
ト
と
言
わ

れ
、
問
屋
の
主
人
た
ち
も
見
学
に
来
る

ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ス
テ
は
店
員
の
育
成

に
熱
心
で
あ
っ
た
た
め
暖
簾
分
け
し
た

店
が
多
く
、
ベ
ン
ジ
ー
高
野
商
事
の
創

業
者
、
高
野
勉
治
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。

　昭
和
4
（
1
9
2
9
）
年
、
長
男
久

治
が
社
長
に
就
任
す
る
と
、
拡
大
路
線

に
転
換
、
経
営
近
代
化
に
着
手
し
た
が
、

古
い
経
営
形
態
に
慣
れ
た
従
業
員
は
受

け
入
れ
ず
、
ま
た
新
商
品
と
し
て
期
待

し
た
紙
の
販
路
拡
大
に
失
敗
す
る
な
ど
、

資
金
繰
り
が
悪
化
。
人
員
整
理
や
店
舗

縮
小
で
切
り
抜
け
よ
う
と
し
た
が
、
同

6
年
、
解
散
と
な
っ
た
。
同
9
年
、
与

三
五
郎
の
六
男
・
博
之
は
残
っ
た
店
員

数
名
と
独
立
し
、
稲
穂
町
で
久
保
博
之

商
店
を
開
業
し
た
。

　く
ぼ
家
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
当
時
、

久
保
商
店
か
ら
海
側
に
見
え
た
大
き
な

岩
「
立
岩
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
立

岩
は
北
前
船
を
は
じ
め
小
樽
港
に
入
る

船
舶
が
目
印
と
し
た
岩
で
、
子
ど
も
た

ち
の
海
水
浴
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ
た

が
、
大
正
8
年
に
埋
め
立
て
工
事
で
破

壊
さ
れ
た
。
福
井
か
ら
北
前
船
に
乗
っ

て
小
樽
に
や
っ
て
き
た
創
業
者
に
と
っ

て
、
堺
町
通
り
と
立
岩
通
り
が
交
わ
る

こ
の
場
所
に
は
格
別
な
意
義
が
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
久
保
商
店
の
歴
史
と
立

岩
を
紹
介
す
る
く
ぼ
家
か
ら
、
小
樽
の

歴
史
へ
の
深
い
敬
意
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

おたる・しりべし の 魅力 を 発掘する 小樽商科大学

かつての問屋街・堺町の記憶を伝える商店建築

旧久保商店（くぼ家）（小樽市堺町 4-5）

明治 40（1907）年、建築。商家と石造

り倉庫が棟続きになった木造 2 階建て。

一部石造。かつて道路側の下屋は母屋

から蔵まで一帯に続き、蔵は前後に 2 棟

並び、母屋の 1 階は店先として開放でき

る引き戸が入っていた。大正 13 年から

昭和 57 年まで犬島商会（損害保険業）

が使用。昭和 60 年から平成 28 年まで

喫 茶 店・さか い 家 が 営 業。平 成 4

（1992）年、小樽市都市景観賞受賞。平

成 5 年、小樽市指定歴史的建造物に指

定（第 33 号）。

撮
影
：
落
合 

亮（
小
樽
商
科
大
学
写
真
部
）

文
章
：
高
野 

宏
康（
小
樽
商
科
大
学
学
術
研
究
員
）

旧久保商店（くぼ家）
きゅう   く        ぼ    しょう  て ん　　　　　　　　　　や

久保商店時代の写真　提供：五宮佐和子さん

【
参
考
文
献
】　
久
保
博
之
『
八
十
才
の
悠
閑
』（
私
家
版
、
1
9
9
0
年
）、

『
小
樽
市
の
歴
史
的
建
造
物
』（
1
9
9
4
年
）、『
小
樽
の
建
築
探
訪
』

（
1
9
9
5
年
）、駒
木
定
正
「
堺
町
の
オ
ア
シ
ス
・
さ
か
い
家
の
孤
軍
奮
闘
」

（『
小
樽
學
』
2
0
1
6
年
5
月
号
）

【
謝
辞
】　
五
宮
佐
和
子
さ
ん
、
池
田
憲
昭
さ
ん
（
小
樽
大
正
硝
子
館
エ
リ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

店内の様子。和風商店の趣きが活かされている。重厚な漆喰塗りの扉は以前、奥の石蔵につ
ながっていた。

石蔵の内部。石材と木材が交互に積まれている。

入口付近の様子。堺町通り側。以前は店先として開放できる引
戸が入っていた。

立岩通り。通りの先に立岩があった。

久保商店時代の地図。現在の店舗は小間物
部で、向かい側に玩具・履き物部があり、
右隣に倉庫が３つあった。

立岩

堺町通り 玩具・履き物部

倉庫現在の
「くぼ家」

立
岩
通
り
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小
樽
駅
前
の
中
央
通
り
か
ら
北
側
の

道
沿
い
に
並
ぶ
３
つ
の
細
長
い
建
物
が
、

中
央
市
場
で
あ
る
。
長
く
市
民
の
台
所

と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
が
、
空
き
店

舗
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。

そ
ん
な
中
、
閉
鎖
さ
れ
る
入
船
市
場
の

５
店
舗
が
平
成
29
（
2
0
1
7
）
年
4

月
か
ら
中
央
市
場
に
移
転
し
、
さ
ら
に

新
た
に
２
店
舗
が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
、

市
場
活
性
化
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
中
央
市
場
は
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和

21
（
1
9
4
6
）
年
、
満
州
か
ら
の
引

き
揚
げ
者
た
ち
が
創
設
し
た
市
場
で
あ

る
。
細
長
い
敷
地
は
戦
時
中
の
防
火
帯

の
名
残
で
、
空
き
地
に
な
っ
て
い
た
と

こ
ろ
に
木
造
の
バ
ラ
ッ
ク
2
棟
を
建
て
、

小
樽
中
央
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
発
足
し

た
。
市
街
地
整
備
の
た
め
市
か
ら
解
体

と
移
転
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
創
設
の
中
心
と
な
っ
た
秋
田
民
武

は
、
当
時
の
安
達
与
五
郎
市
長
の
下
へ

何
度
も
訪
問
し
て
引
き
揚
げ
者
が
苦
労

し
て
創
り
上
げ
た
市
場
の
意
義
を
伝
え
、

何
と
か
存
続
を
許
可
さ
れ
た
。

　
バ
ラ
ッ
ク
か
ら
の
建
て
替
え
に
は
莫

大
な
費
用
が
必
要
だ
っ
た
。
同
27
年
、

秋
田
は
中
央
市
場
協
同
組
合
を
法
人
組

織
と
し
て
整
備
し
、
初
代
理
事
長
に
就

任
。
新
た
な
建
物
の
構
想
と
借
入
金
の

償
還
計
画
を
検
討
し
た
。
細
長
い
敷
地

内
に
店
舗
と
組
合
員
の
家
族
の
住
居
も

含
め
た
市
場
と
し
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
3
棟
の
建
物
を
つ
く
る
こ
と
に
な

り
、
同
28
年
5
月
、
第
一
期
工
事
が
着

工
し
第
1
棟
が
完
成
。
翌
年
の
第
二
期

工
事
で
第
2
棟
が
完
成
し
た
。

　
借
入
金
は
組
合
員
た
ち
が
積
立
て
で

償
還
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
滞
納
す

る
組
合
員
が
続
出
し
、
工
事
が
中
断
し

て
し
ま
っ
た
。
緊
急
臨
時
総
会
で
激
し

い
論
争
の
末
、
秋
田
理
事
長
の
決
断
で

続
行
が
決
定
し
た
。
第
2
棟
と
同
31
年

に
完
成
し
た
第
3
棟
の
間
が
1
年
間
空

い
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
完

成
し
た
建
物
は
当
時
、
最
新
の
近
代
的

市
場
建
築
で
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
、

全
道
か
ら
見
学
や
視
察
が
相
次
い
だ
。

　
昭
和
30
年
代
か
ら
40
年
代
に
か
け
て

中
央
市
場
は
全
盛
期
を
迎
え
た
。
商
圏

は
後
志
か
ら
瀬
棚
、
岩
見
沢
、
富
良
野
、

砂
川
方
面
に
至
る
広
範
囲
に
わ
た
り
、

「
ガ
ン
ガ
ン
部
隊
」
の
行
商
の
女
性
た
ち

が
出
入
り
し
て
賑
わ
っ
た
。
し
か
し
、

40
年
代
後
半
に
な
る
と
ス
ー
パ
ー
の
進

出
と
組
合
員
の
高
齢
化
が
重
な
っ
て
転

業
や
廃
業
が
相
次
ぎ
、
次
第
に
衰
退
し

て
い
っ
た
。

　
そ
の
後
、
市
場
活
性
化
の
様
々
な
取

組
み
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
平
成
16
年

に
市
と
実
施
し
た
「
ガ
ン
ガ
ン
屋
台
」

は
そ
の
後
の
屋
台
村
ブ
ー
ム
の
先
駆
け

と
な
っ
た
。
近
年
も
顔
顔
市
（
ガ
ン
ガ

ン
バ
ザ
ー
ル
）
な
ど
が
次
々
と
企
画
さ

れ
て
お
り
、
中
央
市
場
を
次
の
世
代
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
は
創

設
時
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

おたる・しりべし の 魅力 を 発掘する 小樽商科大学

満州からの引き揚げ者たちがつくった近代的市場

中央市場（小樽市稲穂 3丁目11-2）

中央市場が昭和 21（1946）年に開設し

た当初は木造バラックの２棟だった。現

在の建物は鉄筋コンクリート 3 階建ての

3 棟。海側から順に建てられ、28 年 5 月

に第 1 棟が建設開始。29 年に第 2 棟、

31 年 12 月 27日に第 3 棟が完成した。1

階の市場の通路の上に２・３階の居住ス

ペースが乗っている形状から「げた履き

市場」と呼ばれた。水洗トイレが設置さ

れるなど当時最新の設備が導入された。

撮
影
：
落
合 

亮（
小
樽
商
科
大
学
写
真
部
）

文
章
：
高
野 

宏
康（
小
樽
商
科
大
学
学
術
研
究
員
）

中央市場
ちゅう  お う   い ち    ば

各棟の 2階と3階は居住スペースになっている。平成16年、第 2棟と第 3棟の壁面を建設当初
の肌色から緑と黄色に塗り替えた。

【
参
考
文
献
】
中
瀬
留
治
「
わ
が
市
場

の
道
の
り
と
将
来
」、『
小
樽
市
場
物
語
』

（
2
0
0
2
年
）、『
梁
川
商
店
街
振
興

組
合
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク 

小
樽
梁
川

通
り
』（
2
0
1
4
年
）

【
謝
辞
】 

柴
田
敏
行
さ
ん
（
小
樽
中
央

市
場
協
同
組
合
理
事
長
）
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第 3 棟。もっとも山側の建物。入口付近には
小樽情報を発信する大型サイネージが設置。

第 1 棟。もっとも海側の建物。飲食店が
多数営業している。

第 2棟の 2階。中央市場組合事務所がある。

第 2 棟内部。似顔絵工房、鮮魚店、青果店
などが営業している。

第 3 棟内部。「市場魂」の暖簾から心意気
が伝わってくる。

ガンガン部隊再現ブース（第 3 棟内）。細部
までリアルに再現されている。ガンガン屋台
の際に設置された。

ガンガンギャラリー（第 3 棟内）。平成 28
年 8月に開設された。

ガンガン屋台の際に使用された一斗缶の椅
子（第 3棟内）。当時の賑わいが偲ばれる。
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おたる・しりべし の 魅力 を 発掘する 小樽商科大学

　本
冊
子
を
お
読
み
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
意
見
・

ご
感
想
お
よ
び
建
物
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
建
物
の
保
存
・
活
用
、

解
体
の
動
向
な
ど
、
小
樽
の
歴
史
的
建
造
物
に
関
す
る
情
報
を
お
知
ら

せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　本
冊
子
の
内
容
は
、
小
樽
市
内
で
配
付
し
て
い
る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

『
小
樽
チ
ャ
ン
ネ
ルM

agazine

』（
発
行
：
株
式
会
社
K
2
）
誌
上
で
、

平
成
28
年
5
月
号
か
ら
同
29
年
4
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
連
載
内
容
を
一

部
修
正
し
た
も
の
で
す
。
株
式
会
社
K
2
の
中
山
仁
史
社
長
、
同
社
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
森
谷
亮
介
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
連
載
は

継
続
し
ま
す
の
で
、
取
り
上
げ
る
建
物
に
つ
い
て
も
ご
意
見
を
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　本
冊
子
の
作
成
に
あ
た
り
、
建
物
関
係
者
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の

方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
章
ご
と
に
謝
辞
で
お
名
前
を
掲

げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
以
外
に
も
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。「
小
樽
れ
っ
け
ん
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
発
案
者
で
あ
る
小
樽
商
科

大
学
の
江
頭
進
副
学
長
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
齋
藤
一
朗
教
授
、
撮

影
に
協
力
し
て
く
れ
た
小
樽
商
科
大
学
写
真
部
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　今
後
も
「
小
樽
れ
っ
け
ん

　小
樽
の
歴
史
的
建
造
物
も
の
が
た
り
」

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
と
が
き

小樽れっけん
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